




緒言 

 妊娠時に母親の行動が児にどのように影響するかは知られざる所であり,児の神経系の

未熟子宮壁の防禦による児への刺激微弱などから,母児相互の作用はほとんどないと考え

るのが普通であろう。しかし妊娠末期では妊婦は大きな音に胎動を感じることはよく知ら

れており,また筆者は子宮内音を新生児にきかせて鎮静作用を見出し,ここに妊娠未期の胎

児では既に五感が働き,母児相互作用の可能性が考えられる。果たしてこの時期のものに意

義があるか検討は極めて至難であり,あるいは期待できるような成績は得られないかも知

れないが,母の性格,行動面から研究を試みた次第である。 


